
―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
防
災
や
減
災
の
知
識
や
技

術
、
実
践
力
を
身
に
つ
け
て
、
大
規
模
災
害
に
対
し
て
地

域
社
会
の
安
全
・
安
心
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

四
国
で
は
、
大
規
模
地
震
の
発
生
に
よ
り
最
悪
の
場
合

約
１
０
万
人
の
方
が
亡
く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
災

教
育
や
減
災
対
策
は
急
務
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
人
材
育

成
は
国
立
大
学
で
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

―

な
ぜ
２
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

香
川
大
学
と
徳
島
大
学
で
は
毎
年
学
部
生
や
一
般
社
会

人
を
対
象
に
防
災
士
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
内
容
を
発
展
さ
せ
て
よ
り
高
度
な
専
門
性
を
持
っ
た
人

材
を
養
成
す
る
た
め
に
２
大
学
で
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
学
校
や
行
政
防
災
に
強
み
を

持
つ
徳
島
大
学
、
災
害
医
療
や
企
業
防
災
に
強
み
を
持
つ

香
川
大
学
の
力
を
結
集
し
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
香
川
県
・
徳
島
県
の
協
力

を
得
て
、
平
成

年
度
か
ら
「
危
機
管
理
学
」
な
ど
基
礎

力
を
身
に
つ
け
る
授
業
科
目
を
、
平
成

年
度
か
ら
は
「

防
災
・
危
機
管
理
実
務
演
習
」
な
ど
応
用
力
を
身
に
つ
け

る
授
業
科
目
を
開
設
し
、
第
一
期
修
了
生
を
社
会
に
送
り

出
し
ま
す
。
そ
の
後
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
続
け
て
平

成

年
度
に
第
二
期
生
、
平
成

年
度
に
第
三
期
生
を
送

り
出
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、

取
組
の
期
間
終
了
後
は
四
国
の
国
立
５
大
学
が
連
携
し
て
、

大
学
院
に
新
た
に
防
災
・
危
機
管
理
専
攻
を
設
置
し
事
業

を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

両
大
学
の
こ
れ
ま
で
の
教
育
研
究
や
地
域
貢
献
の
成
果

を
も
と
に
、
総
合
的
な
防
災
・
危
機
管
理
教
育
並
び
に
人

材
養
成
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
連

携
機
関
の
協
力
を
得
て
、
学
校
や
地
域
、
企
業
や
行
政
、

医
療
や
福
祉
の
分
野
で
防
災
教
育
や
訓
練
の
指
導
、
組
織

の
危
機
管
理
が
実
践
で
き
る
人
材
を
養
成
し
ま
す
。
教
育

内
容
は
、
実
務
演
習
や
現
場
実
習
に
重
点
を
置
き
、
毎
年

２
０
人
程
度
の
専
門
家
を
輩
出
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

２
大
学
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
る
防
災
士
養
成
講
座
の

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
連
携
機
関
と
共

に
実
践
力
を
高
め
る
教
育
教
材
や
講
義
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
ま
す
。
毎
年
２
０
人
程
の
連
携
校
の
学
生
が
遠
隔
講
義

や
実
務
研
修
を
通
し
て
リ
ス
ク
軽
減
方
法
や
災
害
復
旧
方

法
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
生
は

防
災
・
危
機
管
理
の
専
門
家
と
し
て
の
力
を
伸
ば
し
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

本
事
業
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
と
、
危
機
的
状
況

で
も
適
切
に
対
応
で
き
る
判
断
力
、
決
断
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
学
生
を
行
政
機
関
・

企
業
、
学
校
、
医
療
機
関
へ
平
成

年
度
ま
で
に
６
０
人

を
送
り
出
し
、
組
織
活
動
を
通
じ
て
社
会
へ
還
元
し
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
了
認
定
は
、
教
科
や
実
務
演
習
の
成
績

を
厳
格
に
評
価
し
、
専
門
的
な
能
力
を
保
証
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

香
川
県
知
事

浜

田

恵

造

東
南
海
・
南
海
地
震
発
生
時
に
四
国
に
お
け
る
国
の
現

地
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
香
川
県
で
は
、
防
災
対
策
や

危
機
事
象
発
生
時
の
初
動
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、

国
、
近
県
、
市
町
及
び
防
災
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に

努
め
て
い
ま
す
。
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
で
は
、
防
災
・

危
機
管
理
分
野
の
専
門
知
識
・
技
術
を
有
す
る
人
材
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
２
大
学
の
力
を
結
集
し
て
、
新
し
い

教
育
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
防
災
・
危
機
管
理
分
野
に
お
い

て
地
域
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
、

重
要
な
取
組
で
あ
り
、
香
川
県
と
し
て
も
、
で
き
る
限
り

連
携
に
参
画
し
、
協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
の
取
組
を

通
じ
て
、
四
国
の
防
災
力
が
向
上
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
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―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

本
取
組
で
は
、
連
携
す
る
大
学
群
及
び
各
機
関
と
協
働

の
う
え
、
「
異
文
化
交
流
型
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
形
成
し
、
➊
段
階
的
異
文
化
間
交
流
、
➋
経

験
を
学
び
に
変
え
る
省
察
、
➌
持
続
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
養
成
、
➍
地
域
や
世
界
と
の
連
携
を
つ
う
じ
て
西
日
本

の
大
学
か
ら
地
域
や
国
際
社
会
で
活
躍
し
「
学
び
続
け
る

リ
ー
ダ
ー
」
の
輩
出
を
目
指
し
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

市
場
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
求
め
ら
れ
る
能
力

の
多
様
化
・
流
動
化
や
情
報
社
会
へ
の
移
行
な
ど
を
背
景

に
、
大
学
の
中
や
地
域
・
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
が
、
大
学
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

―

な
ぜ
こ
の

大
学
・
短
大
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
か
。

本
取
組
の
中
核
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
愛
媛
大
学

リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ス
ク
ー
ル
（
Ｅ
Ｌ
Ｓ
）
で
は
、
体
系
的
・

段
階
的
・
継
続
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、

手
法
の
伝
授
や
連
携
に
よ
る
取
組
の
要
望
を
受
け
国
内
外

で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
研
修
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
と
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
連
携
す
る
各
校
と
は

そ
れ
ら
の
協
働
実
績
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
本
取
組
に

よ
り
区
々
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
標
準

化
を
目
的
に
実
績
校
で
連
携
い
た
し
ま
し
た
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

本
取
組
で
は
、
支
援
期
間
終
了
時
ま
で
約
２
千
人
を
対

象
に
約

事
業
（
年
間
）
を
実
施
し
ま
す
。
な
お
、
初
年

度
は
、
調
査
・
準
備
期
と
し
て
各
種
研
修
の
企
画
立
案
、

担
当
教
職
員
の
能
力
開
発
研
修
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と

の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
ほ
か
、
２
年
目
以
降

は
、
試
行
期
、
本
格
運
用
期
、
評
価
・
検
証
期
、
改
善
期

と
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
標
準
化
を
推
し
進
め
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

本
取
組
で
新
た
に
６
名
の
担
当
教
職
員
が
雇
用
で
き
、

そ
の
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
各
大
学
ひ
い
て
は
各
地

区
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

そ
の
こ
と
に
よ
り
、
千
名
を
超
え
る
学
生
、
延
べ
５
百
名

の
教
職
員
を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
連
携
校
に
お
け

る
様
々
な
学
生
と
活
動
を
対
象
に
効
果
測
定
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
基
に
民
間
能
力
開
発
企
業
を
共
同
で
、
日
本
人

学
生
に
適
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
評
価
指
標
の
開
発
と
標

準
化
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

こ
れ
ま
で
は
、
慣
れ
親
し
ん
だ
仲
間
と
の
環
境
下
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
で
あ
っ
た
が
、
本
連
携
に
よ
り
「
立
場

や
世
代
間
、
文
化
背
景
の
異
な
り
を
超
え
た
（
＝
異
文
化

間
交
流
）
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

本
取
組
の
成
果
と
し
て
は
、
学
生
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
マ
ッ
プ
化
と
評
価
指
標
の
提
示
、
省
察

手
法
の
映
像
教
材
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

財
団
法
人
え
ひ
め
女
性
財
団
理
事
長

田

中

チ
カ
子

社
団
法
人
え
ひ
め
女
性
財
団
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
様
々
な
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

本
連
携
事
業
に
お
い
て
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
醸
成

と
い
う
共
通
テ
ー
マ
の
も
と
に
社
会
人
と
学
生
が
世
代
や

立
場
を
超
え
て
学
び
交
流
す
る
こ
と
で
学
習
の
効
果
を
高

め
て
い
ま
す
。
当
財
団
の
事
業
目
的
を
達
成
す
る
上
に
お

い
て
、
他
機
関
と
連
携
を
図
り
多
様
性
の
あ
る
社
会
形
成

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
お
り
、
大
学
間

連
携
共
同
教
育
推
進
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
大
い
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

学生に対するリーダーシップ力の醸成は、学士力、
社会人基礎力、各大学ディプロマポリシーに限らず、
経済界や地域社会からも期待が寄せられている。

背

景

学内・国内外に新たなフィールドを求め、「立場や世
代間、文化背景の異なりを超えた」プログラムを拡
充・拡大し、学生に提供する。また、本事業に関わ
る教職員の能力開発を持続的に行う。

本取組では、連携する大学群及び各機関と協働のうえ、「異文化交流型リーダーシップ・ネットワーク」を形成し、西日本の大
学から世界で活躍し「学び続けるリーダー」を輩出する。

専門領域に偏らないスタンダード・リーダーシップを
体系的に提供する大学はない。また、慣れ親しんだ
仲間との環境下では、その関係を再構築しても、新
たなリーダーシップの醸成には限界がある。

（ 国間での異文化間研修）

（学内・国内での異文化間研修）

 

持
続
的
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成

（
循
環
型
） 

持続的なリーダーシップ
養成のための教職員の能力開発

松山市青年会議所、 財 えひめ女性財団、愛媛県企業経営者
勉強会、アジア太平洋学生支援協会（ ）、大学教育学会、
四国地区大学教職員能力開発ネットワーク（ ）

連携機関／関連大学コンソーシアム

段
階
的
異
文
化
間
交
流

期待される成果

体系 的 ・ 段 階 的 ・ 継 続 的 な          
学 生 リ ー ダ ー シ ッ プ 養 成               
プ ロ グ ラ ム の 確 立 

リーダーシップ評価指標の開発 

経 験 を 学 び に 変 え る      
省 察 手 法 の 標 準 化 

持続的なリーダーシップ養成      
のための教職員能力プログラム
の 確 立 

リーダーシップを培うための        
多 様 な フ ィ ー ル ド の 提 供 

現

状

ポ
イ
ン
ト

学 び 続 け る リ ー ダ ー

（多国間での
異文化間研修）

プログラム（事業）の概要

世 界 で 活 躍 で き る 人 材 へ

経験を学
びに変え
る省察 

地域や世
界との連
携 

地域や国際社会で活躍できる人材育成 

ステークホルダーの要請と関係 

学 生

ステークホルダー
地域社会

大 学

山口大学

香川大学

佐賀大学

愛媛大学

京都文教大学

広島経済大学

松山大学

九州国際大学

京都外国語大学

・短期大学

協 働

【地域からの要望】

ジョブ・シャドウィング
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修
地域ﾘｰﾀﾞｰ養成ｾﾐﾅｰ
国際カンファレンス

などの共同実施
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取組名称：西日本から世界に翔たく異文化交流型リーダーシップ・プログラム
取組大学：愛媛大学（代表校）、山口大学、香川大学、佐賀大学、京都外国語大学、京都文教大学、広島経済大学、松山大学、
　　　　　九州国際大学、京都外国語短期大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

志
向
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
企
画
力
、
協

働
力
に
富
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で
必
要
と
さ
れ
る
電
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
活
躍
す
る
大
学
院
修
士
課
程
修
了
人

材
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

大
学
で
は
、
社
会
に
出
た
時
の
自
ら
の
姿
を
思
い
描
け

な
い
学
生
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産
業
界
か
ら

は
、
学
生
の
視
野
が
狭
く
、
志
向
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
な
ど
が
乏
し
い
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
解
決
し
、
社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
を

行
う
こ
と
は
、
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
５
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。産

学
連
携
組
織
九
州
パ
ワ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
の
活
動
が
基

礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
述
の
課
題
の
解
決
に
は
、
他
大

学
の
学
生
・
教
員
や
企
業
人
と
交
流
し
刺
激
を
受
け
な
が

ら
、
聴
講
・
発
表
・
討
論
を
行
う
こ
と
が
有
効
で
す
。
そ

こ
で
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
専
攻
を
持
ち
、
国
立
、

私
立
、
総
合
、
単
科
と
種
類
の
異
な
る
５
大
学
の
連
携
に

よ
っ
て
、
刺
激
的
な
教
育
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
各
大
学
が
地
理
的
に
近
い
こ
と
も
有
利
で
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
各
大
学
の
学
生
が
参
加
す
る
講
義
と

デ
ィ
ベ
ー
ト
、
国
際
研
究
集
会
に
お
け
る
学
生
の
研
究
発

表
と
討
論
を
試
行
し
、
そ
の
効
果
や
評
価
方
法
を
検
討
を

し
ま
す
。

年
度
か
ら
、
学
生
が
企
画
・
運
営
す
る
合
宿

型
の
発
表
討
論
会
を
試
行
し
、
取
組
内
容
を
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
化
し
ま
す
。

年
度
か
ら
本
格
実
施
し
、
最
初
の
修
了

者
が
出
る

年
度
に
は
、
修
了
者
の
就
職
先
企
業
等
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
て
効
果
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

年
度
に
は
全
体
的
評
価
を
行
っ
て
公
表
し
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

多
様
な
背
景
を
持
つ
人
々
で
構
成
さ
れ
る
教
育
環
境
や

合
宿
に
よ
る
濃
密
な
教
育
環
境
で
参
加
型
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
内
容
決
定
や
評
価
に
は
連
携
機
関
の
研
究
者

・
技
術
者
に
も
参
画
し
て
も
ら
い
ま
す
。
毎
年

人
程
度

の
学
生
が
こ
の
内
容
の
教
育
を
受
け
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

学
外
講
師
に
よ
る
講
義
を
、
海
外
の
講
師
も
含
め
た
多

様
な
も
の
に
拡
充
し
、
一
方
通
行
的
な
講
義
で
は
な
く
討

論
も
含
め
た
も
の
に
し
ま
す
。
ま
た
、
専
攻
や
研
究
室
内

で
行
っ
て
い
た
研
究
発
表
や
討
論
を
、
他
大
学
の
学
生
・

教
員
や
企
業
人
も
含
め
た
場
で
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
一

部
だ
け
で
も
参
加
す
る
学
生
は
毎
年
百
名
程
度
で
す
。  

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
た
結
果
の
、
志
向
力
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
企
画
力
、
協
働
力
な
ど
の

能
力
向
上
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
方
式
で
定

量
的
に
確
認
し
ま
す
。
産
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
必
要

と
さ
れ
る
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
で
広
く
活
躍
す
る
人
材

が
育
成
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

特
定
非
営
利
活
動
法
人

九
州
組
込
み

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
副
理
事
長

芦

原

秀

一

最
近
、
学
生
と
面
接
し
て
何
を
し
た
い
の
か
が
は
っ
き

り
し
な
い
学
生
、
質
問
に
対
し
て
自
分
の
考
え
を
自
分
の

言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
い
学
生
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
学
生
の
答
え
は
み
な
似
た
よ
う
な
答
え
で
、
「
ま

た
か
」
と
う
ん
ざ
り
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

本
連
携
事
業
で
は
、
企
業
人
と
学
生
と
が
密
に
接
す
る

機
会
が
多
く
用
意
さ
れ
、
討
論
な
ど
を
通
じ
た
学
生
の
成

績
評
価
に
も
企
業
人
の
視
点
を
取
り
入
れ
た
評
価
法
を
開

発
す
る
な
ど
、
新
し
い
試
み
が
多
く
あ
り
ま
す
。
産
業
界

と
連
携
し
た
教
育
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
本
事
業
の
成

果
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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取組名称：未来像を自ら描く電気エネルギー分野における実践的人材の育成
取組大学：九州大学（代表校） 、九州工業大学、熊本大学、福岡大学、福岡工業大学


